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一
、
は
じ
め
に

曇
鴬
に
お
け
る
二
種
法
身
説
は
、
そ
の
主
著
で
あ
る
『
無
量
寿
経
優
婆

堤
舎
願
生
偶
註
』
（
以
下
、
『
論
註
』
）
「
浄
入
願
心
章
」
に
お
い
て
、
「
諸

仏
菩
薩
有
二
二
種
法
身
こ
（
『
浄
真
全
』
一
・
五
一
六
頁
）
と
述
べ
ら
れ
た

箇
所
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
こ
の
「
諸
仏
菩
薩
」
と
い
う
箇
所
は
、
深

励
師
を
は
じ
め
、
多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
主
体
を
「
阿
弥
陀

仏
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
、
石
川
琢
道
氏
の
指
摘

の
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
一
仏
に
限
定
す
る
こ
と
に
対
す
る
否
定
的
な
見
解

も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
曇
驚
が
非
常
に
大
き
な
影
響
を

受
け
た
僧
肇
の
般
若
思
想
よ
り
、
そ
の
主
体
に
関
わ
る
問
題
を
検
討
し
た

い
。

二
、
僧
肇
の
思
想
構
造

曇
鶯
在
世
当
時
の
「
般
若
」
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
僧
肇
の
も
の
を
宗

と
す
べ
し
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
『
論
註
』
に
お
い
て
も
多
分
に

曇
鶯
に
お
け
る
二
種
法
身
説
の
意
義

真
宗
学
会
第
六
十
八
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
（
長
宗
）

真
宗
学
会
第
六
十
八
回
大
会
研
究
発
表
要
旨

龍
谷
大
学
大
学
院
長
宗
博
之

用
い
ら
れ
る
僧
肇
の
思
想
を
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

僧
肇
に
お
け
る
「
般
若
」
の
意
義
は
、
大
き
く
分
け
て
「
無
知
」
と

「
照
察
」
と
い
う
二
種
の
義
が
あ
る
。
特
に
、
後
者
の
「
照
察
」
の
義
は
、

「
第
一
真
諦
」
と
い
う
言
説
を
超
え
た
真
理
を
捉
え
る
も
の
と
さ
れ
る
。

こ
の
「
第
一
真
諦
」
は
、
そ
の
性
質
を
「
非
有
非
無
」
な
る
も
の
と
さ
れ
、

こ
れ
を
「
般
若
」
の
義
を
以
て
照
ら
す
時
、
物
は
縁
に
よ
っ
て
成
立
す
る

た
め
、
実
有
で
は
な
い
と
い
う
「
非
有
」
と
、
物
は
縁
起
に
よ
っ
て
已
に

起
っ
て
い
る
た
め
、
全
く
の
無
で
あ
る
と
見
な
せ
な
い
と
い
う
「
非
無
」

に
分
類
し
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
質
の
言
説
化
が
な

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
二
種
は
「
二
言
未
二
始
三
二
理
未
二
始
殊
ご

（
『
大
正
蔵
』
四
五
・
一
五
二
頁
ｂ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
不
一
不
異
の
よ

う
な
関
係
と
さ
れ
る
。

こ
の
「
般
若
」
（
主
）
と
「
第
一
真
諦
」
（
客
）
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

悟
り
の
境
界
に
お
い
て
語
る
場
合
、
本
来
主
客
と
い
う
関
係
性
は
成
り
立

た
な
い
が
、
僧
肇
は
言
説
で
表
現
す
る
場
合
は
主
客
に
分
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
関
係
性
は
、
『
般
若
無
知
論
』
の
最
後
に

「
寂
用
の
論
理
」
を
用
い
て
説
明
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

是
以
般
若
之
与
真
諦
。
言
し
用
即
レ
同
而
異
。
言
し
寂
即
レ
異
而
同
。
同

故
無
し
心
二
於
彼
此
↓
異
故
不
し
失
二
於
照
功
や
是
以
弁
し
同
者
同
二
於
異
や

弁
し
異
者
異
二
於
同
↓
斯
則
不
し
可
二
得
而
異
至
不
レ
可
二
得
而
同
一
也
。

何
者
。
内
有
二
独
雲
之
明
至
外
有
二
万
法
之
実
↓
万
法
錐
し
実
。
然
非
レ

一
一
一
一
ハ



三
、
曇
鶯
の
二
種
法
身
説

先
に
も
見
た
よ
う
に
、
僧
肇
の
思
想
構
造
は
「
般
若
」
と
い
う
主
体
を

前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。
曇
鶯
に
お
い
て
も
、
二
種
法

身
を
用
い
る
箇
所
で
は
、

何
故
示
二
現
広
略
相
入
《
諸
仏
菩
薩
有
二
二
種
法
身
↓
（
乃
至
）
是
故

広
略
相
入
、
統
以
二
法
名
如
菩
薩
若
不
レ
知
二
広
略
相
入
聿
則
不
レ
能
二

自
利
利
他
↓
（
『
浄
真
全
』
一
、
五
一
五
－
五
一
六
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
「
諸
仏
菩
薩
」
が
広
略
（
「
略
」
Ⅱ
「
入
一
法
句
」
、

「
広
」
Ⅱ
「
三
厳
二
十
九
種
荘
厳
」
）
の
関
係
を
知
る
こ
と
で
自
利
利
他
円

満
す
る
。
他
に
も
、
「
未
証
浄
心
の
菩
薩
」
が
浄
土
に
生
ま
れ
て
阿
弥
陀

仏
を
「
見
」
れ
ぱ
、
「
上
地
の
菩
薩
」
と
同
等
と
さ
と
り
を
得
る
記
載
も

あ
る
。
以
上
の
箇
所
か
ら
も
、
菩
薩
と
対
象
の
主
客
の
関
係
が
見
て
取
れ

則
聖
所
し
不
し
能
し
異
寂
也
。

（
『
大
正
蔵
』
四
五
・
一
五
四
頁
ｂ
‐
Ｃ
、
傍
線
は
筆
者
）

と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
般
若
」
（
主
）
と
「
第
一
真
諦
」
（
客
）

の
性
質
が
「
無
知
」
「
無
相
」
な
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
が

「
一
切
知
」
「
相
」
と
な
る
た
め
、
そ
の
具
体
相
た
る
展
開
を
「
用
」
、
そ

の
本
質
的
同
一
性
を
「
寂
」
と
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
寂
」
と

「
用
」
は
相
即
な
る
も
の
と
し
、
そ
の
論
理
を
基
に
し
た
言
説
・
具
体
相

に
よ
っ
て
、
衆
生
が
「
般
若
」
を
得
る
。
こ
れ
が
、
僧
肇
の
般
若
思
想
で

あ
る
。

内
錐
し
照
而
無
知
。
外
雛
し
実
而
無
相
。
内
外
寂
然
。
相
与
倶
無
。
此

照
不
し
得
。
内
外
相
与
以
成
二
其
照
功
↓
此
則
聖
所
し
不
し
能
し
同
し
用
也
。

真
宗
学
会
第
六
十
八
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
（
長
宗
）

四
、
お
わ
り
に

僧
肇
の
思
想
を
基
に
し
た
、
「
般
若
」
と
関
わ
る
主
客
の
関
係
性
が
曇

驚
の
思
想
上
に
も
確
認
で
き
た
。
こ
の
場
合
、
「
諸
仏
菩
薩
」
に
二
種
の

法
身
を
見
出
し
た
理
由
は
、
「
第
一
義
諦
」
を
捉
え
る
「
般
若
」
を
有
す

る
「
法
身
」
の
一
側
面
の
提
示
、
及
び
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
具
体
相
（
方

便
）
に
真
実
性
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
出
拠
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
先
の
僧
肇
の
主
客
の
関
連
性
を
考
慮
す
る
と
、
「
諸
仏
菩
薩
」

の
「
般
若
」
と
い
う
真
理
と
関
わ
る
側
面
を
「
法
性
」
の
「
法
身
」
と
し
、

衆
生
に
対
し
て
回
向
す
る
「
方
便
」
の
「
法
身
」
と
い
う
二
種
を
見
出
し

て
い
た
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
曇
驚
は
「
第
一
義
諦
」
に
「
仏
因
縁
法
」
や
「
国
土
十
七
種
荘

厳
」
を
当
て
は
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
論
註
』
上
巻
「
受
用
功
徳
釈
」

で
、
八
地
已
上
の
菩
薩
と
国
土
荘
厳
が
関
連
す
る
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら

窺
え
る
よ
う
に
、
浄
土
の
菩
薩
が
阿
弥
陀
仏
の
国
土
を
伴
っ
て
、
衆
生
を

救
済
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
「
第
一
義
諦
」
自
体
に
国
士
荘
厳
と
い

う
限
定
を
認
め
る
こ
と
か
ら
、
先
の
僧
肇
の
思
想
の
よ
う
に
「
般
若
」
が

「
第
一
真
諦
」
と
関
連
し
て
、
方
便
的
展
開
を
す
る
こ
と
と
符
合
す
る
。

以
上
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
二
種
法
身
の
主
体
を
阿
弥
陀
仏
一
仏
と
限

定
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
だ
ろ
う
。

－
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は
じ
め
に

親
鶯
の
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
（
以
下
、
『
十
住
論
』
）
を
主
と
す
る
龍
樹

教
説
の
依
用
は
他
の
七
高
僧
に
比
べ
る
と
頻
度
は
少
な
く
、
親
鶯
以
降
の

教
学
的
著
述
に
お
い
て
も
印
象
を
同
じ
く
す
る
。
そ
こ
で
、
本
願
寺
教
団

草
創
期
を
代
表
す
る
一
人
で
あ
る
存
覚
を
取
り
上
げ
、
親
鴬
の
『
十
住

論
』
の
解
釈
・
依
用
と
の
交
渉
を
通
し
て
そ
の
相
承
を
確
認
し
、
存
覚
の

意
図
す
る
と
こ
ろ
を
考
察
し
た
い
。
本
研
究
は
浄
土
真
宗
に
お
け
る
『
十

住
論
』
受
用
の
意
義
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
最
終
目
標
と
し
て
い
る
。

親
鶯
の
『
十
住
論
』
の
教
説
解
釈
と
依
用

『
十
住
論
』
に
お
け
る
「
易
行
品
」
開
示
の
意
義
は
、
「
序
品
」
所
説

の
造
由
に
対
応
す
る
と
考
え
る
。
無
始
以
来
、
生
死
の
苦
海
を
往
来
し
続

け
る
凡
夫
の
到
彼
岸
が
目
的
で
あ
り
、
そ
の
初
地
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て

百
千
億
劫
の
後
に
極
果
を
得
る
こ
と
が
必
定
し
、
無
限
の
苦
が
有
限
の
苦

と
変
わ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
途
方
も
な
い
時
間
を
要

す
る
こ
と
よ
り
、
易
行
に
し
て
速
や
か
に
不
退
の
位
に
入
る
こ
と
が
で
き

る
方
便
説
示
へ
の
請
求
に
応
え
、
信
方
便
易
行
が
示
さ
れ
る
。
「
此
の
身
」

存
覚
に
お
け
る
『
十
住
毘
婆
沙
論
』

依
用
に
関
す
る
一
考
察

真
宗
学
会
第
六
十
八
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
（
桑
原
）

桑
原
昭
信

に
お
い
て
そ
の
位
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
り
、
こ
こ
に
「
易
行
品
」

開
示
の
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

『
往
生
論
註
』
（
以
下
、
『
論
註
』
）
は
『
十
住
論
』
所
説
の
難
易
二
道

を
受
け
、
易
行
道
を
「
信
仏
因
縁
」
「
乗
仏
願
力
」
「
仏
力
住
持
」
に
よ
る

往
生
浄
土
・
入
正
定
聚
の
為
の
行
業
と
し
、
こ
れ
は
後
の
浄
土
教
家
の
教

相
判
釈
の
基
盤
と
な
る
。
ま
た
、
法
然
は
『
十
住
論
』
を
「
傍
明
往
生
浄

土
教
」
と
解
す
る
。

親
驚
は
特
に
「
易
行
品
」
所
説
の
「
即
時
入
必
定
」
の
一
句
に
注
目
し
、

真
実
の
行
信
を
獲
る
と
こ
ろ
の
利
益
で
あ
る
、
現
生
正
定
聚
を
明
示
す
る

為
の
証
文
の
一
つ
と
す
る
。
ま
た
、
『
高
僧
和
讃
』
の
「
流
転
輪
廻
の
わ

れ
ら
を
ぱ
」
「
生
死
の
苦
海
ほ
と
り
な
し
」
等
の
各
句
は
、
『
十
住
論
』

「
序
品
」
所
説
の
造
由
を
受
け
る
文
言
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
者
だ
か
ら

こ
そ
「
弥
陀
弘
誓
の
ふ
れ
の
み
ぞ
、
の
せ
て
か
な
ら
ず
わ
た
し
け
る
」
と

讃
じ
る
と
こ
ろ
に
、
「
易
行
品
」
開
示
の
意
義
を
踏
ま
え
た
上
で
の
解
釈

で
あ
る
と
う
か
が
い
知
る
。
こ
の
知
恩
に
基
づ
い
た
「
正
信
偶
」
の
「
応

報
大
悲
弘
誓
恩
」
の
一
句
で
あ
り
、
報
徳
の
意
の
表
出
と
推
す
る
。

『
十
住
論
』
の
教
説
に
依
っ
て
往
生
浄
土
を
語
ら
ず
、
徹
底
し
て
現
生

に
お
け
る
必
定
・
正
定
聚
の
明
示
に
最
大
の
特
徴
が
あ
り
、
浄
土
教
諸
家

や
法
然
と
は
異
な
る
独
自
の
『
十
住
論
』
の
教
説
解
釈
で
あ
る
。

存
覚
の
『
十
住
論
』
の
教
説
解
釈
と
依
用

【
第
一
期
】
蔦
浄
土
真
要
紗
』
の
現
生
不
退
説
の
証
文
の
一
つ
と
し

て
、
「
正
信
偶
」
の
「
憶
念
弥
陀
仏
本
願
」
よ
り
始
ま
る
の
四
句
と

「
行
文
類
」
行
信
利
益
の
釈
を
取
意
し
て
依
用
す
る
。
ま
た
、
『
弁

述
名
体
紗
』
で
は
『
榴
伽
経
』
の
説
示
を
示
し
、
『
十
住
論
』
『
十
二

八



（
１
）

存
覚
の
著
述
は
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
十
住
論
』
依
用
を

概
観
す
れ
ば
、
親
鴬
の
「
易
行
品
」
を
主
と
す
る
解
釈
・
依
用
を
踏
襲
し
、

特
に
『
歩
船
紗
』
の
『
十
住
論
』
「
序
品
」
所
説
の
造
由
を
受
け
る
説
示

よ
り
、
両
人
の
共
通
し
た
解
釈
の
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
浄
土
教
諸
家
と
同
じ
く
、
龍
樹
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
へ
願
生
・
往

生
し
た
と
解
す
る
一
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
「
易
行
品
」
所
説
の
不
退
説

に
関
し
て
は
、
親
鶯
と
趣
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

『
浄
土
真
要
紗
』
で
は
「
即
得
往
生
住
不
退
転
」
を
現
生
正
定
聚
の
意

と
明
示
す
る
為
に
、
先
ず
は
『
往
生
礼
讃
』
の
「
蒙
光
鯛
者
心
不
退
」
に

基
づ
き
、
そ
の
「
不
退
転
」
を
心
不
退
と
定
め
る
。
ま
た
、
当
時
隆
盛
の

浄
土
宗
鎮
西
派
の
処
不
退
説
や
通
仏
教
の
四
不
退
説
を
遮
る
も
の
で
も
な

い
と
し
、
こ
こ
に
与
奪
の
意
を
示
し
て
い
る
。
続
い
て
心
不
退
の
証
文
と

し
て
「
憶
念
弥
陀
仏
本
願
」
の
四
句
や
行
信
利
益
取
意
の
文
等
を
依
用
し
、

礼
』
の
阿
弥
陀
仏
へ
の
帰
依
よ
り
、
「
浄
土
の
一
聖
」
で
あ
る
と
龍

樹
に
つ
い
て
述
べ
る
。

【
第
二
期
胄
『
歩
船
紗
』
で
は
三
論
宗
の
教
義
概
説
の
後
、
『
十

住
論
』
『
十
二
礼
』
の
教
説
を
挙
げ
、
念
仏
易
行
の
道
に
帰
し
、
一

念
往
生
の
安
心
を
専
修
し
、
「
浄
土
の
大
祖
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。

ま
た
、
『
決
智
紗
』
で
は
『
論
註
』
の
文
を
『
十
住
論
』
の
文
と
し

て
引
用
す
る
。

【
第
三
期
胃
『
六
要
紗
』
で
は
『
十
住
論
』
の
な
か
、
特
に
「
易

行
品
」
は
詳
述
す
る
。
ま
た
、
他
処
の
「
不
退
」
に
つ
い
て
の
説
示

で
は
「
易
行
品
」
の
教
説
を
依
用
す
る
。

真
宗
学
会
第
六
十
八
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
（
桑
原
）

お
わ
り
に

当
流
が
示
す
現
生
正
定
聚
を
顕
示
す
る
為
に
、
親
鶯
・
存
覚
は
共
に

『
十
住
論
』
の
教
説
を
依
用
す
る
。
し
か
し
、
本
考
察
に
お
い
て
は
そ
の

意
義
・
必
要
性
ま
で
は
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
そ
こ

（
２
）

で
今
後
は
、
当
時
隆
盛
の
浄
土
異
流
等
に
お
け
る
『
十
住
論
』
の
解
釈
の

な
か
、
特
に
不
退
説
に
関
わ
る
説
示
の
比
較
を
通
し
て
考
察
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

浄
土
異
流
を
意
識
し
な
が
ら
も
当
流
の
教
義
を
明
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

『
六
要
紗
』
で
は
「
易
行
品
」
所
説
の
不
退
に
此
土
・
彼
土
を
論
じ
る
こ

と
や
、
正
定
聚
に
つ
い
て
隠
顕
を
配
す
る
こ
と
も
、
そ
の
意
図
を
同
じ
く

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

註（
１
）
名
畑
崇
『
破
邪
顕
紗
序
説
』
（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
・

四
頁
）
、
外
川
奨
「
存
覚
の
思
想
展
開
」
（
『
日
本
思
想
史
研
究
』

三
○
・
一
頁
）
を
参
照
。

（
２
）
井
上
善
幸
「
親
鴬
の
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
理
解
に
つ
い
て
」

（
『
真
宗
学
』
一
○
九
二
一
○
・
五
五
三
頁
）
、
同
氏
「
法
然

門
下
に
お
け
る
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
理
解
の
諸
相
に
つ
い
て
」

（
『
真
宗
研
究
』
四
九
・
三
五
頁
）
を
参
照
。

一

二

九



真
宗
伝
道
学
は
真
宗
学
に
お
け
る
従
来
の
客
観
的
研
究
分
野
と
し
て
の

教
義
学
、
文
献
学
、
あ
る
い
は
歴
史
学
（
浄
土
教
教
理
、
教
学
）
と
は
そ

の
性
格
を
異
に
し
て
、
き
わ
め
て
主
体
的
な
宗
教
体
験
に
か
か
わ
る
実
践

性
が
問
わ
れ
る
分
野
で
あ
る
と
い
い
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
う
し
た
性

格
を
有
す
る
真
宗
伝
道
に
お
け
る
基
礎
と
な
る
理
論
の
構
築
、
体
系
、
組

織
化
に
つ
い
て
は
今
日
ま
で
充
分
な
蓄
積
が
有
る
と
は
言
い
が
た
い
。

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
仏
教
が
成
仏
道
で
あ
り
伝
道
が
成
仏
道
に
お
け

る
求
道
か
ら
の
必
然
的
展
開
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
、
念
仏
行
者
に
お
け

る
往
生
浄
土
の
歩
み
の
帰
結
と
も
な
っ
て
い
く
こ
と
を
示
し
、
実
践
性
と

い
う
視
点
か
ら
、
如
来
の
立
場
と
自
己
の
立
場
の
双
方
向
の
考
察
、
さ
ら

に
は
如
来
・
自
己
と
の
関
係
性
か
ら
展
開
さ
れ
る
自
己
（
伝
道
者
）
と
他

者
（
被
伝
道
者
）
に
お
け
る
双
方
向
の
通
路
を
視
野
と
す
る
親
驚
聖
人
の

往
生
成
仏
道
の
基
本
構
造
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
「
伝
道
」
の
構
造
に
つ
い
て
、
「
伝
（
傳
）
」
に
は
「
っ
た
へ
る
。

つ
た
は
る
。
ひ
ろ
め
る
。
ひ
ろ
が
る
。
の
べ
る
。
と
り
つ
ぐ
。
通
づ
る
」

と
い
う
語
義
か
ら
「
つ
た
え
る
」
「
つ
た
わ
る
」
の
両
義
を
有
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
『
教
行
証
文
類
』
「
信
文
類
」
（
『
聖
典
全
書
』
二
、
一
○
一

頁
）
「
化
身
士
文
類
」
（
『
同
』
二
○
九
頁
）
所
引
の
『
往
生
礼
讃
』
自
信

真
宗
伝
道
学
の
基
礎
的
考
察

真
宗
学
会
第
六
十
八
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
（
貴
島
）

ｌ
仏
道
と
し
て
の
伝
道
学
ｌ

龍
谷
大
学
教
授
責
島
信
行

教
入
信
の
文
で
は
、
原
文
の
「
大
悲
傳
普
化
」
が
『
集
諸
経
礼
餓
儀
』

に
よ
っ
て
「
大
悲
弘
（
略
）
普
化
」
（
化
身
士
文
類
）
と
文
字
の
置
換
が

な
さ
れ
、
そ
こ
に
伝
道
（
自
信
教
入
信
）
の
主
体
が
行
者
（
つ
た
え
る
）

に
先
だ
ち
、
如
来
大
悲
の
力
用
（
願
力
自
然
）
の
立
場
（
つ
た
わ
る
）
に

お
い
て
可
能
と
な
る
意
が
看
取
さ
れ
る
。

次
に
「
道
」
に
つ
い
て
は
「
心
清
浄
道
」
「
菩
提
宮
号
一
（
梵
）
の
訳

語
、
目
的
地
（
無
漏
浬
藥
寂
滅
無
為
）
に
到
達
す
べ
き
通
路
。
能
通
を
以

て
義
と
為
す
。
道
を
証
す
る
為
の
因
（
因
道
）
。
普
遍
的
な
根
源
（
道
）
、

物
事
の
筋
道
（
理
）
。
一
切
万
有
を
つ
ら
ぬ
く
法
則
。
道
心
（
Ⅱ
菩
提
心

宮
号
胃
葺
巴
、
自
利
利
他
の
心
。
言
葉
、
述
べ
る
。
人
の
ふ
み
行
う
べ

き
道
。
不
死
白
日
胃
巴
、
安
穏
（
客
①
日
巴
、
浬
藥
含
ぎ
富
国
巴
」
「
行

道
、
得
道
、
学
道
、
浬
藥
に
至
る
た
め
の
実
践
修
行
（
八
正
道
）
」
、
さ
ら

に
自
ら
の
行
為
（
業
）
に
よ
り
趣
く
生
存
状
態
、
場
所
・
世
界
（
三
悪
趣
、

六
趣
）
を
も
含
ん
で
、
成
仏
に
か
か
わ
る
目
的
、
方
向
、
行
為
性
、
存
在
、

在
り
方
な
ど
、
広
大
な
概
念
を
表
し
て
い
る
。

さ
て
、
親
驚
聖
人
の
仏
道
が
「
生
死
い
づ
べ
き
道
」
（
『
恵
信
尼
消
息
』
）

で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
生
死
煩
悩
に
苦
悩
す
る
自
己
か

ら
解
脱
を
願
い
、
二
十
年
に
わ
た
る
叡
山
で
の
修
道
（
自
力
・
聖
浄
未
分

の
仏
道
）
を
経
て
吉
水
に
お
い
て
他
力
浄
土
の
法
門
、
選
択
本
願
に
値
遇

し
、
つ
い
に
「
本
願
一
乗
」
「
一
実
真
如
之
道
」
に
帰
す
る
こ
と
と
な
る
。

「
道
」
の
本
質
は
「
法
性
、
真
如
、
大
浬
藥
道
、
無
上
解
脱
道
、
最
勝
道
、

勝
過
三
界
道
」
な
ど
と
示
さ
れ
る
果
道
で
あ
っ
て
、
大
行
、
大
信
と
い
う

因
道
も
ま
た
法
性
真
如
の
顕
現
と
し
て
「
往
生
極
楽
の
み
ち
、
他
力
白
道
、

易
行
道
、
無
碍
道
、
凡
夫
道
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
、
自
力
聖
道
の
「
小

○



路
」
に
対
し
て
大
乗
至
極
・
他
力
大
道
で
あ
る
意
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
果
道
・
因
道
の
相
即
性
が
そ
こ
に
窺
え
る
。

も
と
仏
道
の
構
造
と
は
「
道
↓
道
用
（
は
た
ら
き
）
↓
道
義
（
教

説
）
」
（
法
か
ら
人
へ
の
立
場
）
、
「
道
義
↓
道
用
↓
道
」
（
人
か
ら
法
へ

の
立
場
）
が
あ
り
、
こ
と
に
浄
土
教
で
は
「
道
（
真
実
）
・
道
用
（
本

願
）
・
道
義
（
浄
土
の
法
門
）
」
と
展
開
し
て
い
く
と
さ
れ
る
。
因
道
か
ら

果
道
（
迷
か
ら
悟
、
衆
生
か
ら
仏
、
輪
廻
か
ら
浬
藥
、
械
土
か
ら
浄
土
）

を
あ
ら
わ
す
の
は
向
上
門
〔
『
教
行
証
文
類
』
で
は
往
相
回
向
〕
、
果
道
か

ら
因
道
（
悟
か
ら
迷
、
仏
か
ら
衆
生
、
浬
藥
か
ら
無
明
生
死
、
浄
土
か
ら

械
土
）
を
あ
ら
わ
す
の
は
向
下
門
〔
還
相
回
向
（
衆
生
摂
化
、
教
化
利

益
）
〕
と
さ
れ
、
両
門
が
不
二
一
体
の
関
係
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
果
道
・
因
道
の
関
係
性
は
自
覚
・
覚
他
・
覚
行
窮
満
で
あ
る
仏
が
迷

妄
流
転
の
境
界
に
向
け
て
真
実
化
、
普
遍
化
し
て
い
く
構
造
を
如
実
に
示

し
て
い
る
。

大
乗
の
菩
薩
は
自
己
の
悟
り
の
完
成
と
他
者
（
一
切
衆
生
）
を
利
益
し

救
済
の
実
現
に
向
か
う
と
い
う
偉
大
な
心
を
も
ち
、
無
量
の
仏
徳
を
体
現

し
て
菩
薩
の
行
を
実
践
し
、
菩
薩
の
い
の
ち
を
生
き
る
修
道
者
で
あ
る
。

こ
の
自
利
利
他
一
体
の
菩
薩
の
心
こ
そ
が
願
作
仏
心
・
度
衆
生
心
を
備
え

た
真
宗
信
心
の
内
実
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
『
教
行
証
文
類
』

に
は
獲
信
（
自
信
）
に
お
い
て
現
生
十
益
が
説
か
れ
る
中
、
知
恩
報
徳
、

常
行
大
悲
（
教
入
信
）
と
い
う
教
化
利
益
の
展
開
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
自
己
（
伝
道
者
）
か
ら
他
者
（
被
伝
道
者
）
へ
の
通
路
は
衆
生
回
向

で
あ
り
、
さ
ら
に
大
悲
に
よ
る
他
者
か
ら
自
己
へ
通
路
を
も
開
く
と
い
う

双
方
向
性
が
そ
こ
に
窺
え
る
。
こ
の
通
路
を
「
向
他
門
」
と
名
づ
け
る
。

真
宗
学
会
第
六
十
八
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
（
貴
島
）

厳
し
い
求
道
・
聴
聞
を
経
て
、
獲
信
か
ら
証
果
へ
向
か
う
因
道
は
「
大

悲
弘
普
化
」
と
い
わ
れ
る
大
悲
力
用
の
回
向
（
向
上
門
・
向
下
門
）
で
あ

り
、
「
大
悲
伝
普
化
」
の
道
理
に
よ
っ
て
獲
信
か
ら
の
必
然
と
し
て
他
者

に
向
か
う
通
路
は
衆
生
回
向
（
向
他
門
）
で
あ
る
。
「
信
文
類
」
信
楽
釈

下
『
浬
藥
経
』
信
不
具
足
の
文
に
は
、
道
を
信
じ
、
か
つ
得
道
の
人
を
信

ず
る
と
こ
ろ
に
信
の
完
全
性
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
伝
道

の
実
際
に
お
い
て
は
『
御
一
代
記
聞
書
』
に
「
仏
の
加
備
力
の
故
に
尼
入

道
な
ど
の
よ
る
こ
ぱ
る
皇
を
き
シ
て
は
、
人
も
信
を
と
る
な
り
」
（
『
聖
典

全
書
』
五
、
五
五
四
頁
）
と
い
う
教
示
も
向
他
門
の
構
造
を
知
る
証
左
と

な
ろ
う
。
道
は
「
一
実
真
如
之
道
」
と
い
う
〔
た
だ
一
つ
の
道
〕
（
向
下
）

で
あ
り
、
「
親
鴬
一
人
が
た
め
な
り
け
り
」
（
『
歎
異
抄
』
後
序
）
と
い
わ

れ
る
極
重
悪
人
の
凡
夫
が
極
善
最
上
の
法
に
値
遇
す
る
〔
わ
れ
の
道
〕

（
向
上
）
で
あ
り
、
「
十
方
衆
生
み
な
も
れ
ず
往
生
す
べ
し
」
（
『
尊
号
真

像
銘
文
』
）
「
同
一
念
仏
無
別
道
故
」
（
証
文
類
）
と
示
さ
れ
る
〔
わ
れ
わ

れ
の
道
〕
（
向
他
）
で
あ
る
。

求
道
は
究
極
の
目
的
で
あ
る
成
仏
道
へ
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
獲
信
以

後
も
本
願
の
真
実
を
自
他
の
上
に
証
し
て
い
く
と
い
う
歩
み
と
な
る
。
つ

ま
り
行
道
の
実
践
に
お
い
て
自
己
の
さ
と
り
を
求
め
る
求
道
（
聴
聞
）
は

獲
信
を
契
機
と
し
な
が
ら
、
衆
生
を
利
益
せ
ん
と
す
る
伝
道
に
お
い
て
仏

道
の
完
成
を
め
ざ
す
と
こ
ろ
に
大
乗
菩
薩
道
と
し
て
の
意
義
を
も
つ
。

か
く
し
て
伝
道
は
求
道
の
必
然
的
展
開
で
あ
り
、
念
仏
行
者
に
お
け
る

往
生
浄
土
の
歩
み
の
帰
結
と
も
な
っ
て
い
く
と
考
察
し
う
る
。
そ
れ
は
親

鶯
聖
人
の
仏
道
が
ひ
と
え
に
如
来
・
自
己
・
他
者
と
い
う
関
係
性
に
お
い

て
、
如
来
を
主
体
と
す
る
向
上
、
向
下
、
向
他
と
い
う
三
双
方
向
性
に
お

一
一
一
一
一



け
る
円
環
的
な
構
造
、
は
た
ら
き
（
道
用
）
を
有
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
か
っ
た
。

釈
尊
が
説
き
明
か
し
た
真
理
が
「
永
遠
不
死
の
道
」
と
い
わ
れ
、
道
の

目
的
を
達
成
し
え
て
も
な
お
終
わ
る
こ
と
な
き
歩
み
と
し
て
示
さ
れ
る
と

こ
ろ
、
真
宗
の
仏
道
も
ま
た
迷
妄
の
世
界
に
本
願
の
真
実
の
教
法
が
た
え

ず
普
遍
化
し
て
止
む
こ
と
が
な
い
と
い
う
、
広
大
無
辺
の
悟
り
の
領
域
と

大
悲
摂
化
の
力
用
を
あ
ら
わ
す
概
念
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

真
宗
学
会
第
六
十
八
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
（
貴
島
）

一
一
一
一
一
一



文
学
研
究
科
真
宗
学
専
攻

Ｏ
浄
土
教
理
史
演
習

『
教
行
証
文
類
』
の
研
究
（
続
講
）
川
添
泰
信

ｏ
真
宗
教
学
史
演
習

『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』

龍
溪
章
雄

○
真
宗
伝
道
学
演
習

真
宗
伝
道
の
総
合
的
研
究
深
川
宣
暢

ｏ
真
宗
学
演
習

親
鶯
思
想
に
お
け
る
真
実
の
救
済
観
の
解
明
鍋
島
直
樹

。
真
宗
学
演
習

『
教
行
証
文
類
』
の
基
礎
的
研
究
那
須
英
勝

ｏ
真
宗
学
特
殊
研
究

Ａ
宗
教
と
生
命
倫
理

ｌ
い
の
ち
に
関
す
る
諸
問
題
Ｉ
那
須
英
勝

Ｂ
親
鴬
思
想
の
普
遍
性
と
多
元
性

ｌ
「
宗
論
」
か
ら
「
宗
教
間
対
話
」
へ
の
道
程
ｌ

那
須
英
勝

Ａ
「
証
文
類
」
の
諸
問
題
内
藤
知
康

Ｂ
「
真
仏
土
文
類
」
の
諸
問
題
（
１
）
内
藤
知
康

Ａ
「
現
代
世
界
の
中
の
親
鴬
浄
土
教
」

ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

平
成
二
十
六
年
度
真
宗
学
講
義
題
目

Ｂ
「
現
代
世
界
の
中
の
親
鶯
浄
土
教
」

ｏ
真
宗
教
学
史
特
殊
研
究

Ａ
蓮
如
教
学
の
研
究

Ｂ
蓮
如
教
学
の
研
究

ｏ
浄
土
教
理
史
特
殊
研
究

Ａ
親
鴬
浄
土
教
に
お
け
る
教
法
授
受
の
問
題

Ｂ
親
鴬
浄
土
教
に
お
け
る
教
法
授
受
の
問
題

Ａ
『
法
然
聖
人
御
説
法
事
』
の
研
究

Ｂ
『
選
択
本
願
念
佛
集
』
の
解
読

○
真
宗
学
文
献
研
究

Ａ
醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
を
読
む

Ｂ
醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
を
読
む

Ａ
『
一
念
多
念
文
意
』

Ｂ
『
一
念
多
念
文
意
』

Ａ
親
鴬
の
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
を
読
む

Ｂ
『
浄
土
文
類
聚
紗
』
を
読
む

Ａ
『
唯
信
紗
文
意
』
を
読
む

ｌ
『
唯
信
紗
』
と
と
も
に
ｌ

Ｂ
『
唯
信
紗
文
意
』
を
読
む

ｌ
『
唯
信
紗
』
と
と
も
に
１

Ａ
『
西
方
指
南
抄
』
を
講
読
す
る

Ｂ
『
西
方
指
南
抄
』
を
講
読
す
る

Ａ
英
語
で
読
む
浄
土
真
宗
聖
典

Ｂ
英
語
で
読
む
浄
土
真
宗
聖
典

一
一
一
一
一
一
一

ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

殿
内

武
田

武
田

那
須

那
須 殿

内
恒

高
田

高
田

井
上

井
上

藤藤 藤藤川川
堂堂添添

林林

文
英

文
英

善
幸

善
幸

能
成

能
成

泰
信

泰
信

俊
英

俊
英

智智
康康

英英
勝勝晋晋恒



実
践
真
宗
学
研
究
科

《
基
礎
研
究
科
目
》

・
実
践
真
宗
学
総
合
演
習
Ｉ

㈱
実
践
真
宗
学
の
分
野
と
方
法

龍
溪
章
雄
・
葛
野
洋
明
・
貴
島
信
行
・
田
畑
正
久
・
早
島
理

㈹
実
践
真
宗
学
の
分
野
と
方
法

田
畑
正
久
・
葛
野
洋
明
・
貴
島
信
行
・
龍
溪
章
雄
・
早
島
理

・
実
践
真
宗
学
総
合
演
習
Ⅱ

㈱
実
践
真
宗
学
の
分
野
と
方
法

龍
溪
章
雄
・
葛
野
洋
明
・
貴
島
信
行
・
田
畑
正
久
・
早
島
理

㈹
実
践
真
宗
学
の
分
野
と
方
法

田
畑
正
久
・
葛
野
洋
明
・
貴
島
信
行
・
龍
溪
章
雄
・
早
島
理

・
実
践
真
宗
学
研
究

実
践
真
宗
学
の
基
本
的
理
解
杉
岡
孝
紀

・
真
宗
教
義
学
研
究

真
宗
教
義
内
藤
知
康

ｏ
伝
道
学
特
殊
研
究

Ａ
メ
タ
フ
ァ
ー
論
の
射
程
杉
岡
孝
紀

Ｂ
親
鶯
に
お
け
る
生
死
観
と
超
越

ｌ
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
と
臨
床
宗
教
師
の
意
義
Ｉ
鍋
島
直
樹

ｏ
真
宗
伝
道
学
特
殊
研
究

真
宗
伝
道
学
の
基
礎
的
研
究
と
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
伝
道
の
実
践
的

研
究
深
川
宣
暢

○
現
代
宗
教
論
研
究

「
宗
教
と
倫
理
」
ｌ
宗
教
多
元
の
な
か
に
生
き
る
Ｉ
高
田
信
良

ｏ
大
乗
仏
教
論
研
究

仏
と
浄
土
桂
紹
隆

ｏ
浄
土
教
思
想
論
研
究

浄
土
教
思
想
の
基
礎
的
研
究
武
田
晋

○
現
代
社
会
論
研
究

現
代
社
会
と
宗
教
亀
山
佳
明

ｏ
宗
教
心
理
学
研
究

宗
教
経
験
の
諸
相

ｌ
ジ
ェ
イ
ム
ズ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
親
驚
に
学
ぶ
Ｉ
高
田
信
良

ｏ
宗
教
教
育
学
研
究

宗
教
と
人
間
形
成
海
谷
則
之

ｏ
仏
教
伝
道
史
研
究

近
現
代
ア
ジ
ア
仏
教
史
と
伝
道
の
課
題
藤
本
信
隆

Ｏ
真
宗
伝
道
史
研
究

浄
土
真
宗
と
伝
道
川
添
泰
信

○
真
宗
教
団
論
研
究

真
宗
教
団
の
存
在
意
義
龍
溪
章
雄

。
倫
理
学
研
究

正
義
と
ケ
ア
の
倫
理
丸
山
徳
次

《
専
門
研
究
科
目
（
宗
教
実
践
活
動
分
野
）
》

ｏ
真
宗
人
間
論
研
究

四



現
代
に
お
け
る
寺
院
・
住
職
活
動
の
実
践
的
な
重
要
点
や
問
題
点

の
考
察
善
井
信
明

ｏ
宗
教
法
人
運
営
論
研
究

Ｉ
現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
法
人
運
営
の
実
践
的
研
究

山
口
卓

Ⅱ
寺
院
の
適
正
な
る
管
理
運
営
に
つ
い
て
林
春
男

ｏ
宗
教
実
践
特
殊
研
究

Ａ
国
際
伝
道
か
ら
窺
う
現
代
に
お
け
る
伝
道
の
研
究

Ｉ
理
論
と
方
法
Ｉ
葛
野
洋
明

Ｏ
寺
院
活
動
論
研
究

親
鶯
の
人
間
像
と
人
間
観
杉
岡
孝
紀

布
教
伝
道
論
研
究

真
宗
伝
道
に
お
け
る
基
本
的
理
解
と
実
践
貴
島
信
行

ｏ
組
織
活
動
論
研
究

寺
院
活
動
の
基
本
三
上
章
道

ｏ
情
報
メ
デ
ィ
ア
論
研
究

宗
教
と
情
報
メ
デ
ィ
ア
宮
本
義
宣

ｏ
文
書
活
動
論
研
究

文
書
作
成
と
添
削
西
義
人

Ｏ
都
市
開
教
論
研
究

苦
悩
の
解
決
と
い
う
真
宗
本
来
の
伝
道
の
あ
り
か
た
の
考
察
と

寺
院
活
動
西
原
祐
治

ｏ
宗
教
儀
礼
論
研
究

宗
教
儀
礼
の
諸
相
と
意
義
小
野
真

。
法
座
伝
道
に
お
け
る
実
践
方
法
貴
島
信
行

・
国
内
外
の
布
教
伝
道
の
実
践
的
側
面
を
通
し
た
、
各
自
の
宗
教

実
践
的
課
題
の
研
究
葛
野
洋
明

Ｏ
宗
教
実
践
演
習
Ⅲ

・
真
宗
伝
道
の
実
践
的
考
察
と
修
士
論
文
等
の
作
成
深
川
宣
暢

・
浄
土
真
宗
に
お
け
る
宗
教
実
践
の
課
題
と
方
途
貴
島
信
行

・
国
内
外
の
宗
教
実
践
の
課
題
を
通
し
た
研
究
の
結
実

葛
野
洋
明

Ｏ
宗
教
実
践
実
習

Ｂ
浄
土
真
宗
に
お
け
る
理
論
と
実
践

ｌ
教
え
と
現
実
を
繋
ぐ
ｌ

藤
能
成

Ｃ
浄
土
真
宗
寺
院
の
実
践
運
動
を
学
ぶ
武
田
晋

Ｄ
親
鴬
聖
人
の
御
消
息
（
書
簡
）
林
智
康

Ｅ
本
願
寺
教
団
の
近
代
化
と
教
団
改
革
論
中
西
直
樹

Ｆ
近
代
社
会
で
の
仏
教
の
教
育
と
教
化
を
考
え
る
川
村
覚
昭

Ｇ
表
現
ス
キ
ル
の
獲
得
仲
山
豊
秋

Ｏ
宗
教
実
践
演
習
Ｉ

・
親
鴬
教
義
に
基
づ
く
社
会
実
践
の
可
能
性
鍋
島
直
樹

・
真
宗
伝
道
の
基
礎
的
研
究
と
実
践
貴
島
信
行

・
国
内
外
の
布
教
伝
道
の
実
践
的
側
面
に
関
す
る
課
題
と
そ
の
研
究

葛
野
洋
明

○
宗
教
実
践
演
習
Ⅱ

・
真
宗
伝
道
に
つ
な
が
る
親
鴬
の
死
生
観
と
人
間
観
の
研
究

五

鍋
島
直
樹



寺
院
活
動
と
生
涯
学
習
実
践

ｏ
臨
床
心
理
学
研
究

臨
床
心
理
学
の
理
解
と
実
践
上
の
基
本
問
題

ｏ
発
達
心
理
学
研
究

人
間
と
成
長
・
発
達
の
諸
問
題

ｏ
人
格
心
理
学
研
究

ｏ
生
涯
学
習
論
研
究

〈
専
門
研
究
科
目
（
社
会
実
践
活
動
分
野
）
》

ｏ
真
宗
人
間
論
研
究

親
鶯
の
人
間
像
と
人
間
観

ｏ
生
命
倫
理
論
研
究

生
命
倫
理
・
倫
理
・
宗
教

ｏ
人
権
・
平
和
論
研
究

仏
教
に
お
け
る
人
権
論
と
平
和
論
の
可
能
性

○
ピ
ハ
ー
ラ
活
動
論
研
究

ビ
ハ
ー
ラ
活
動
・
臨
床
宗
教
師
の
理
念
と
実
際

ｏ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
論
研
究

宗
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
援
助
技
術

ｏ
地
域
活
動
論
研
究

当
該
地
域
の
特
徴
を
地
域
活
動
に
活
か
す

・
真
宗
伝
道
の
実
践
と
課
題

・
真
宗
に
お
け
る
布
教
伝
道
と
寺
院
活
動

・
宗
教
的
実
践
課
題
に
則
し
た
実
習

森
田
喜
治

持
田
良
和

窪
田
和
美

友
久
久
雄

鍋
島
直
樹

井
上
善
幸

杉
岡
孝
紀

滋
野
井
一
博

深
川

貴
島

葛
野早

島
理 洋信宣

明行暢

人
格
変
容
の
問
題
と
宗
教
吉
川
悟

○
矯
正
論
研
究

刑
事
施
設
に
お
け
る
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
～
宗
教
に
何
が
期
待
さ
れ

て
い
る
か
？
そ
し
て
、
宗
教
に
何
が
で
き
る
か
？
石
塚
伸
一

ｏ
社
会
福
祉
論
研
究

社
会
福
祉
の
現
状
理
解
と
社
会
福
祉
論
の
検
討
清
水
教
恵

Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
論
研
究

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
宗
教
深
尾
昌
峰

ｏ
こ
ど
も
社
会
学
研
究

真
宗
寺
院
に
お
け
る
子
ど
も
の
活
動
実
践
の
た
め
に
持
田
良
和

ｏ
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
論
研
究

宗
教
的
実
践
者
と
し
て
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
黒
川
雅
代
子

ｏ
臨
床
宗
教
師
実
習

Ｑ
冒
房
巴
弓
吋
巴
国
侭
さ
Ｈ
ｍ
凰
国
冒
巴
○
四
用
画
ご
包

罰
里
侭
さ
こ
の
○
四
円
①

鍋
島
直
樹

ｏ
社
会
実
践
特
殊
研
究

Ａ
生
老
病
死
と
先
端
医
療
（
終
末
期
医
療
、
移
植
医
療
）

Ｂ
仏
教
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
吾
勝
常
行

Ｃ
日
本
浄
土
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
出
会
い
と
交
流

ｌ
遠
藤
周
作
の
小
説
を
参
考
に
し
て
ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

Ｄ
宗
教
と
生
命
倫
理

ｌ
い
の
ち
に
関
す
る
諸
問
題
Ｉ
那
須
英
勝

Ｅ
社
会
の
諸
問
題
と
仏
教
の
現
代
的
意
義
田
中
教
照

一
一
ニ
ー
ハ

早
島

理
常
行



文
学
部
真
宗
学
科

ｏ
真
宗
学
概
論
Ａ

真
宗
教
義
の
基
本
的
理
解

○
浄
土
教
理
史

浄
土
教
の
成
立
と
展
開

ｏ
真
宗
教
学
史

・
修
士
論
文
及
び
報
告
書
の
作
成

・
修
士
論
文
及
び
報
告
書
の
作
成

社
会
実
践
実
習

・
学
外
実
習
の
基
礎

・
実
習
に
向
け
て
の
検
討
・
討
議

ｏ
諸
過
程
科
目
真
宗
教
団
活
動
論

布
教
使
資
格
取
得
に
関
す
る
諸
講
義

Ｆ
現
代
社
会
に
あ
ふ
れ
る
「
苦
」
に
対
応
す
る
寺
院
・
僧
侶
の

実
践
活
動
高
橋
卓
志

Ｇ
真
宗
・
仏
教
の
福
祉
実
践
の
目
的
と
意
義
長
崎
陽
子

ｏ
社
会
実
践
演
習
Ｉ

・
生
命
倫
理
・
倫
理
・
宗
教
早
島
理

・
社
会
実
践
に
つ
い
て
田
畑
正
久

社
会
実
践
演
習
Ⅱ

・
生
老
病
死
と
終
末
期
医
療
早
島
理

・
社
会
実
践
に
つ
い
て
田
畑
正
久

社
会
実
践
演
習
Ⅲ

季
平
博
昭

早
島
理

田
畑
正
久

早
島
理

田
畑
正
久

深
川
宣
暢

川
添
泰
信

Ｏ
比
較
思
想
論

親
鴬
思
想
へ
の
比
較
思
想
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ

○
教
理
史
特
殊
講
義

Ａ
中
国
浄
土
教
の
諸
問
題
ｌ
「
教
理
史
」
の
視
点
ｌ

Ｂ
教
理
史
的
立
場
で
の
『
往
生
論
註
』
の
講
読

○
教
学
史
特
殊
講
義

Ａ
近
代
の
真
宗
思
想
入
門

Ｂ
近
代
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
ア
ジ
ア
布
教

ｌ
教
学
史
、
教
団
史
よ
り
の
考
察
Ｉ

Ｃ
教
義
学
特
殊
講
義

Ａ
親
鶯
の
人
間
理
解
と
救
済
観

ｌ
生
き
る
意
味
の
探
求

Ｂ
念
仏
と
信
心
の
基
礎
講
座

Ｃ
親
篭
浄
土
教
の
普
遍
性
と
特
殊
性

親
鶯
思
想
（
真
宗
教
義
）
解
釈
史
の
概
説
龍
溪
章
雄

ｏ
浄
土
教
聖
典
学
概
論

浄
土
教
聖
典
の
成
立
と
展
開
河
智
義
邦

ｏ
真
宗
聖
典
学
概
論

親
鴬
と
覚
如
・
存
覚
・
蓮
如
の
説
き
示
し
た
教
え
貫
名
讓

Ｏ
浄
土
教
概
論

法
然
門
下
の
浄
土
教
を
中
心
と
し
て
武
田
晋

○
真
宗
伝
道
学

浄
土
真
宗
は
、
現
代
人
の
苦
悩
と
問
い
に
ど
う
応
え
る
の
か
？

七

中
平
了
悟

溪
英
俊

鍋
島
直
樹

佐
々
木
覚
爾

武
田
一
真

岩
田
真
美

藤
能
成

野
世
英
水

那
須
英
勝



ｏ
伝
道
学
特
殊
講
義

Ａ
生
老
病
死
の
四
苦
の
解
決
を
同
じ
課
題
と
す
る
医
療
と
仏
教
の

協
働
に
向
け
て
田
畑
正
久

Ｂ
浄
土
真
宗
の
教
え
を
生
き
る

ｌ
教
え
と
現
実
を
繋
ぐ
ｌ

藤
能
成

ｏ
教
理
史
講
読

Ａ
『
無
量
寿
経
』
巻
下
を
読
む
佐
々
木
大
悟

Ｂ
『
安
楽
集
』
講
読
田
中
無
量

Ｃ
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
「
易
行
品
」
を
読
む
桑
原
昭
信

Ｏ
教
学
史
講
読

Ａ
「
御
文
章
」
講
読
能
美
潤
史

Ｂ
『
浄
土
真
要
紗
』
を
読
む
栗
原
直
子

ｏ
教
義
学
講
読

Ａ
『
教
行
信
証
』
上
、
「
教
巻
・
行
巻
・
信
巻
」

川
添
泰
信

Ｂ
『
教
行
信
証
』
の
後
半
、
特
に
証
巻
を
中
心
に
講
読
す
る

普
賢
保
之

Ｃ
『
唯
信
紗
文
意
』
を
読
む
長
岡
岳
澄

Ｄ
『
尊
号
真
像
銘
文
』
の
視
覚
的
読
解
安
藤
章
仁

Ｅ
親
鴬
の
書
簡
を
読
み
解
く
安
藤
章
仁

ｏ
伝
道
学
講
読

Ａ
存
覚
『
浄
土
真
要
紗
』
を
読
む
北
岑
大
至

Ｂ
「
三
帖
和
讃
」
を
読
む
（
継
続
）
金
信
昌
樹

Ｃ
親
鶯
の
伝
記
『
御
伝
紗
』
を
読
む
三
浦
真
証

ｏ
真
宗
学
基
礎
演
習
１
Ａ
（
真
宗
入
門
）

井
上
見
淳
・
岩
田
真
美
・
佐
々
木
大
悟
・
高
田
文
英
・
能
美
潤
史

Ｏ
真
宗
学
基
礎
演
習
Ｉ
Ｂ
（
真
宗
入
門
）

井
上
見
淳
・
岩
田
真
美
・
佐
々
木
大
悟
・
高
田
文
英
・
能
美
潤
史

ｏ
真
宗
学
基
礎
演
習
Ⅱ
Ａ
（
「
正
信
念
仏
偶
」
を
学
ぶ
）

佐
々
木
大
悟
・
能
美
潤
史
・
藤
能
成
・
高
田
文
英
・
井
上
見
淳

ｏ
真
宗
学
基
礎
演
習
Ⅱ
Ｂ
（
「
正
信
念
仏
偶
」
を
学
ぶ
）

佐
々
木
大
悟
・
能
美
潤
史
・
藤
能
成
・
高
田
文
英
・
井
上
見
淳

ｏ
教
理
史
演
習
Ｉ

・
浄
土
教
思
想
の
普
遍
性
と
特
殊
性

ｌ
『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
解
釈
の
歴
史
に
学
ぶ
ｌ

那
須
英
勝

・
法
然
聖
人
の
浄
土
教
を
学
ぶ
武
田
晋

○
教
学
史
演
習
Ｉ

・
親
鴬
教
義
解
釈
史
の
研
究

ｌ
『
歎
異
抄
』
の
教
学
史
的
研
究
を
中
心
に
Ｉ
深
川
宣
暢

ｏ
教
義
学
演
習
Ｉ

・
親
鴬
教
義
の
基
礎
的
研
究
川
添
泰
信

・
阿
弥
陀
仏
を
考
え
る

杉
岡
孝
紀

ｏ
伝
道
学
演
習
Ｉ

伝
道
学
の
諸
問
題

ｌ
真
宗
伝
道
の
理
念
と
歴
史
と
方
法
を
め
ぐ
る
課
題
探
究
ｌ

龍
溪
章
雄

親
鶯
と
蓮
如
の
書
物
を
通
し
て
生
き
方
を
学
ぶ
玉
木
興
慈

Ｏ
卒
業
論
文
（
教
理
史
演
習
Ⅱ
）

八



・
卒
業
論
文
研
究
（
浄
土
教
理
史
の
基
礎
的
研
究
Ⅱ
）
高
田
文
英

・
各
自
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査

と
思
索
の
成
果
を
「
卒
業
論
文
」
に
ま
と
め
る
。
井
上
見
淳

ｏ
卒
業
論
文
（
教
学
史
演
習
Ⅱ
）

・
卒
業
論
文
研
究
（
真
宗
教
義
解
釈
史
の
研
究
Ⅱ
）
深
川
宣
暢

・
教
学
史
の
諸
問
題
井
上
善
幸

・
卒
業
論
文
（
教
義
学
演
習
Ⅱ
）

・
親
鶯
思
想
と
現
代
世
界

ｌ
真
実
の
探
求
鍋
島
直
樹

・
真
宗
思
想
に
関
連
す
る
諸
問
題
殿
内
恒

。
卒
業
論
文
（
伝
道
学
演
習
Ⅱ
）

・
真
宗
学
の
諸
問
題
龍
溪
章
雄

・
現
代
社
会
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
あ
り
方
藤
能
成

ｏ
真
宗
学
概
論
Ｂ
１

真
宗
を
学
問
と
し
て
学
ぶ
玉
木
興
慈

Ｏ
真
宗
学
概
論
Ｂ
２

真
宗
を
学
問
と
し
て
学
ぶ
玉
木
興
慈

ｏ
布
教
伝
道
論
Ｉ

浄
土
真
宗
に
お
け
る
布
教
伝
道
の
理
論
と
実
際
貴
島
信
行

Ｏ
布
教
伝
道
論
Ⅱ

浄
土
真
宗
に
お
け
る
布
教
伝
道
の
基
礎
と
実
践
的
側
面
か
ら
の
考
察

葛
野
洋
明

ｏ
真
宗
教
団
史
三
浦
真
証

九



論
文
題
目

姓
名

大
学
院
修
士
論
文

親
驚
に
お
け
る
信
仰
的
実
存
の
意
義
鹿
島
涼

親
驚
に
お
け
る
「
三
心
」
に
つ
い
て
の
研
究
中
村
恵
明

ｌ
法
然
・
隆
寛
を
背
景
と
し
て
ｌ

「
往
生
浄
土
」
に
つ
い
て
塚
原
義
明

浄
土
教
に
お
け
る
往
生
別
時
意
の
研
究
安
藤
愛

能
化
時
代
初
期
に
お
け
る
十
劫
久
遠
論
の
研
究
岩
田
恒

１
月
筌
師
を
中
心
に
ｌ

島
地
黙
雷
と
明
治
真
宗
教
学
史
内
手
弘
太

親
鴬
と
門
弟

ｌ
高
田
教
団
の
原
点
を
さ
ぐ
る
ｌ

武
田
真
応

初
期
佛
光
寺
教
学
の
研
究
梨
本
雄
哉

ｌ
阿
佐
布
門
徒
・
了
海
の
『
他
力
信
心
聞
書
』
と
『
還
相
回
向

聞
書
』
と
を
中
心
に
ｌ

真
宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
研
究
西
澤
傑

ｌ
西
光
義
敞
の
法
中
心
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
学
ぶ
ｌ

野
々
村
直
太
郎
『
浄
土
教
批
判
』
を
め
ぐ
る
一
考
察
舟
谷
真
弥

親
鶯
に
お
け
る
救
済
思
想
毛
利
真
之

ｌ
聞
名
を
中
心
に
Ｉ

平
成
二
十
五
年
度
真
宗
学
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
題
目
一
覧

実
践
真
宗
学
修
士
論
文

御
示
談
の
一
考
察
石
丸
恒
平

１
国
呂
今
重
両
目
８
９
国
の
①
昌
臼
の
取
り
組
み
を
通
し
て
ｌ

現
代
に
お
け
る
真
宗
伝
道
伊
東
真
輝

仏
教
と
脳
死
・
臓
器
移
植
押
野
淳
佑

曽
我
量
深
に
お
け
る
真
宗
の
体
験
的
理
解
加
藤
智
海

寺
院
活
動
の
可
能
性
衣
笠
顯
也

ｌ
法
座
の
事
例
を
通
し
て
ｌ

幼
少
期
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
必
要
性
黒
川
誓
慈

ｌ
過
程
環
境
と
日
曜
学
校
を
視
点
と
し
て
ｌ

学
校
に
お
け
る
宗
教
教
育
に
つ
い
て
小
原
一
静

ｌ
親
鴬
の
人
間
観
に
み
る
宗
教
教
育
ｌ

寺
院
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
研
究
佐
々
木
龍
祐

ｌ
日
曜
学
校
の
課
題
と
可
能
性
Ｉ

真
宗
に
お
け
る
他
作
自
受
の
問
題
に
つ
い
て
伊
藤
雅
玄

ｌ
親
鴬
の
因
縁
観
よ
り
ｌ

「
便
同
弥
勒
」
「
諸
仏
等
同
」
思
想
の
研
究
日
下
責
行

真
宗
に
お
け
る
社
会
活
動
の
根
拠
に
つ
い
て
谷
治
暁

ｌ
慈
悲
の
考
察
と
近
代
の
社
会
実
践
論
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

一
四
○



真
宗
の
伝
道
に
お
け
る
行
動
原
理
佐
藤
慶
樹

真
宗
を
学
ぶ
意
義
嶋
倉
崇
信

ｌ
気
づ
き
と
成
長
に
つ
い
て
ｌ

ョ
１
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
浄
土
真
宗
伝
道
の
可
能
性
攝
受
弘
宣

高
齢
社
会
に
お
け
る
老
病
死
の
受
容
田
中
至
道

ｌ
病
気
・
障
が
い
を
経
験
し
た
念
仏
者
を
通
し
て
ｌ

「
地
域
に
お
け
る
寺
院
活
性
化
の
可
能
性
」

徴
一
彰

ｌ
寺
院
活
動
と
宗
教
的
魅
力
の
考
察
ｌ

親
鴬
の
生
死
出
づ
べ
き
道
の
研
究
寺
西
龍
珠

ｌ
現
代
社
会
に
お
け
る
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ヶ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性

と
展
開
ｌ

現
代
布
教
伝
道
の
研
究
長
尾
正
徳

Ｉ
『
法
話
資
料
フ
ァ
イ
ル
』
の
創
作
と
展
開
ｌ

真
宗
的
救
い
と
傾
聴
活
動
に
於
け
る
気
づ
き
の
関
連
性
の
一
考
察

ｌ
メ
ー
ル
相
談
を
通
じ
て
１
長
嶋
蓮
慧

宗
教
者
に
よ
る
社
会
福
祉
活
動
の
可
能
性
西
池
深
音

環
境
問
題
と
仏
教
の
関
わ
り
根
來
亮
慧

真
宗
ピ
ハ
ー
ラ
活
動
の
理
念
を
根
本
と
し
た
介
護
従
事
者
に
つ
い
て

の
一
考
察
野
村
廣
大

苦
悩
と
向
き
合
う
浄
土
真
宗
福
間
正
顕

ビ
ハ
ー
ラ
活
動
に
お
け
る
慈
悲
の
展
開
に
つ
い
て
藤
繁
唯
信

高
齢
者
福
祉
の
現
場
に
お
け
る
宗
教
者
の
関
わ
り
に
つ
い
て
一
考
察

三
上
暢

北
陸
の
念
仏
道
場
の
成
立
と
そ
の
背
景
水
口
照
道

文
学
部
真
宗
学
科
卒
業
論
文

現
代
人
の
宗
教
観
と
親
鴬
の
思
想

親
驚
に
お
け
る
苦
悩
の
一
考
察

真
宗
寺
院
の
現
状
と
課
題

蓮
如
教
学
に
つ
い
て

現
代
人
に
お
け
る
真
宗
の
教
え
の
誤
解
と
理
解

真
宗
に
お
け
る
女
人
往
生
に
つ
い
て
の
考
察

真
慧
の
念
仏
観

大
町
如
道
の
研
究

ｌ
越
前
真
宗
史
の
一
断
面
ｌ

妙
好
人
の
歩
ん
だ
道

ｌ
現
代
に
お
け
る
寺
院
伝
道
の
方
途
ｌ

浄
土
真
宗
に
お
け
る
価
値
転
換

ｌ
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
を
通
し
て
ｌ

親
鴬
聖
人
の
伝
道
と
現
代
へ
の
対
応

浄
土
真
宗
の
活
動
と
し
て
の
「
グ
チ
コ
レ
」
の
意
義

ｌ
教
学
上
に
お
け
る
愚
痴
の
位
置
づ
け
を
通
し
て
ｌ

寺
院
活
動
に
お
け
る
地
球
環
境
問
題
の
意
義

緩
和
ケ
ア
の
現
場
に
お
け
る
僧
侶
の
活
動

真
宗
保
育
に
お
け
る
宗
教
的
情
操
の
研
究

真
宗
に
お
け
る
布
教
伝
道
の
考
察

現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
者
の
課
題

ｌ
ケ
ア
の
現
場
を
通
し
て
Ｉ

一

四
一

川
口
弘
次

田
代
浄
明

大
塚
真
慈

大
原
洸
融

金
安
真
弥

斉
藤
万
里
絵

塩
崎
脩
平

平
仁

阪
口

田
丸

二
宮

林藤
井辻

尚
人

鷲
阪
惠
子

大
塚
雄
介

宮
崎
史
人

一郁朋裕一
葉貴生昭吾



ｌ
妙
好
人
へ
の
人
格
形
成
ｌ

親
鶯
と
法
然
の
思
想
の
違
い

ｌ
悪
人
正
機
ｌ

真
宗
の
神
祇
観

近
代
以
降
に
お
け
る
「
悪
人
正
機
」
解
釈
に
つ
い
て

悪
人
正
機
に
つ
い
て

仏
教
生
命
観
か
ら
み
る
脳
死
・
臓
器
移
植

ｌ
親
鴬
思
想
を
た
よ
り
に
し
て
ｌ

浄
土
真
宗
に
お
け
る
社
会
実
践

現
代
社
会
に
お
け
る
浄
土
仏
教
と
は
何
か

自
殺
は
悪
か
？

ｌ
親
鶯
か
ら
見
る
自
死
・
自
殺
問
題
ｌ

化
身
士
巻
に
つ
い
て
の
一
考
察

い
の
ち
の
選
択
と
宗
教

Ｉ
浄
土
真
宗
の
立
場
か
ら
ｌ

真
宗
に
お
け
る
往
生
観
の
一
考
察

親
鴬
の
人
間
観

ｌ
悪
人
正
機
説
を
中
心
に
ｌ

倫
理
基
盤
と
し
て
の
浄
土
真
宗

現
代
に
お
け
る
葬
儀
と
真
宗
伝
道

日
本
社
会
に
お
け
る
浄
土
教
の
発
展

浄
土
真
宗
の
観
点
か
ら
見
る
自
死
問
題

蓮
如
と
ル
タ
ー

ｌ
思
想
と
教
団
の
展
開
Ｉ

源麻
布

足
立

荒
川

有
熊

橋
本
秀
円

曵
田
温
史

長
尾
叡

長
屋
里
美

経齋黒
谷藤岡

沖岡朝西
部枝田

長
濱
智
基

宏季弘浩一
徳紗文明道

寛
玲光大

顕
証

遊
心

顕
慈

麻
実

真
宗
に
お
け
る
現
世
利
益
の
一
考
察
安
静
至
邦

中
村
久
子
と
浄
土
真
宗
安
藤
千
珠

親
鶯
と
ル
タ
ー

国
本
昌
志

ｌ
宗
教
改
革
者
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
と
は
１

大
経
讃
か
ら
見
え
る
親
驚
の
観
経
観
と
思
想
伊
澤
凌

三
國
連
太
郎
と
親
鴬
聖
人
石
飛
み
の
り

現
代
人
の
宗
教
観
と
浄
土
真
宗
の
思
想
石
和
田
健
太

親
驚
聖
人
の
伝
道
姿
勢
と
そ
の
現
代
的
意
義
泉
真
慈

真
俗
二
諦
論
の
研
究
板
垣
聞
由

縁
起
思
想
の
現
代
的
意
義
市
川
紗
矢
香

延
命
治
療
と
尊
厳
死
の
問
題
巖
后
美
乃
里

ｌ
親
鶯
の
死
生
観
よ
り
ｌ

浄
土
真
宗
の
本
尊
論
岩
田
光

浅
原
才
市
に
見
る
浄
土
真
宗
的
実
践
生
活
梅
田
遼

浄
土
真
宗
か
ら
み
る
靖
国
問
題
楳
生
拓
也

現
代
社
会
と
浄
土
真
宗
遠
藤
孝
典

ｌ
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
手
が
か
り
と
し
て
ｌ

真
宗
か
ら
見
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
考
察
大
賀
梓

浄
土
真
宗
に
お
け
る
伝
道
正
親
一
宣

現
代
に
お
け
る
自
死
問
題
と
親
鴬
思
想
大
島
友
基

親
驚
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
思
想
へ
の
比
較
思
想
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ

ー
異
文
化
理
解
を
目
指
し
て
Ｉ
大
西
俊
郎

現
代
人
の
宗
教
観
と
親
鶯
思
想
岡
本
隆
男

真
宗
に
お
け
る
坊
守
の
役
割
小
川
義
徳

四



ｌ
恵
信
尼
か
ら
学
ぶ
ｌ

ア
ジ
ャ
セ
王
の
救
い

龍
谷
大
学
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
展
開

現
代
人
の
宗
教
観

ｌ
歎
異
抄
を
中
心
と
し
て
ｌ

こ
れ
か
ら
の
真
宗
伝
道
の
あ
り
方

現
代
に
生
き
る
蓮
如
の
思
想

真
宗
救
済
論
の
現
代
的
意
義

真
宗
に
お
け
る
人
間
の
問
題

ｌ
悪
人
正
機
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

現
代
に
お
け
る
真
宗
伝
道
の
可
能
性
と
意
義

現
代
人
の
死
生
観
と
住
生
思
想

浄
土
真
宗
の
神
秘
性
に
関
わ
る
概
念
に
つ
い
て
の
考
察

真
宗
の
信
に
つ
い
て
の
一
考
察

親
驚
聖
人
と
真
仏
上
人

仏
教
に
お
け
る
地
獄
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

親
驚
思
想
の
人
間
観

「
歎
異
抄
」
に
お
け
る
浄
土
真
宗
理
解

ｌ
悪
人
正
機
に
つ
い
て
ｌ

少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
浄
土
真
宗

ｌ
現
代
の
寺
院
と
僧
侶
の
在
り
方
Ｉ

法
然
の
念
仏
観

浄
土
真
宗
の
伝
道
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア

幸
せ
に
な
る
た
め
の
選
択
肢
と
し
て
の
宗
教

木
本
正
英

清
胤
昭
英

草
川
達
也

楠
木
理
奈

國
香
智
理

栗
山
廣
大

小
泉
遼
一
郎

河
内
理
宏

家
郷
慶
法

角
し
の
ぶ

金
安
優
生

鎌
倉
義
雄

柿小奥
本田

小
森

西
郷

坂
本

小
夏
裕
顕

佐
紀

竜
平

裕
美

京誠優
香哉澄

和
讃
か
ら
観
る
親
驚
教
義

ｌ
親
鶯
教
義
が
現
代
に
投
げ
か
け
る
問
い
ｌ

日
本
人
の
宗
教
意
識
と
真
宗

日
本
人
の
宗
教
観

ｌ
死
生
観
を
中
心
と
し
て
ｌ

妙
好
人
の
研
究

ｌ
お
軽
同
行
を
中
心
と
し
て
ｌ

「
行
巻
」
に
お
け
る
大
行
の
研
究

親
驚
の
阿
弥
陀
仏
観

親
驚
の
末
法
観

浄
土
真
宗
の
寺
院
活
動
の
こ
れ
か
ら

ｌ
現
代
日
本
人
の
宗
教
意
識
の
関
わ
り
に
お
い
て
ｌ

親
鷲
の
罪
悪
観
に
つ
い
て

親
驚
に
お
け
る
信
心
の
利
益

蓮
如
の
伝
道

苗
木
藩
に
よ
る
廃
仏
殼
釈

沖
縄
の
宗
教
史

ｌ
浄
土
真
宗
の
受
容
と
展
開
ｌ

浄
土
真
宗
と
和
歌

現
代
に
お
け
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
意
義

ｌ
真
宗
と
の
関
わ
り
を
考
え
て
ｌ

現
代
社
会
と
宗
教
・
仏
教

社
会
と
宗
教

親
鴬
思
想
と
ル
タ
ー
思
想
に
つ
い
て
の
一
考
察

四

高
田
信

高
千
穂
透

高
橋
勇
希

瀧
唯
香

竹
原
龍
太
郎

杉
本
優
樹

鷲
見
燈
璃

多
惠
真
由
子

高
田
弘
樹

島
田
昂

立
川
祐
子

田
中
麻
未

塩
田
信
成

芝
山
み
ど
り

佐
々
木
教
将

月田田
中中

秀良亮
美亮輔



現
代
と
浄
土
真
宗

ｌ
現
代
に
お
け
る
人
間
の
問
題
ｌ

真
宗
に
お
け
る
死
生
観
の
一
考
察

三
國
連
太
郎
と
親
驚

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
西
本
願
寺
教
団
の
動
向

世
界
か
ら
見
た
日
本
人
の
宗
教
観

浄
土
真
宗
に
お
け
る
救
済

ｌ
親
鴬
と
一
遍
と
の
比
較
考
察
ｌ

真
宗
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

親
鶯
聖
人
の
結
婚
観

日
本
に
お
け
る
葬
儀
の
研
究

中
世
本
願
寺
教
団
に
お
け
る
神
祇
観

ｌ
親
鴬
か
ら
蓮
如
ｌ

親
鴬
と
ル
タ
ー

仏
教
の
女
性
観

ｌ
宗
教
の
女
性
差
別
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

浄
土
真
宗
の
伝
道

ｌ
親
鴬
・
蓮
如
の
伝
道
と
現
代
の
伝
道
ｌ

多
元
化
世
界
と
ピ
ハ
ー
ラ
の
実
践

親
鴬
聖
人
と
御
消
息

真
宗
と
習
俗

親
驚
の
人
間
理
解

ｌ
親
鶯
の
外
面
と
内
面
を
見
つ
め
て
ｌ

真
宗
に
お
け
る
葬
儀
の
意
義

服
部

花
香

秀
嶋

毘
奈

長
谷
川
義
徳

信
川
麻
実

橋
本
覚
正

永
田
智
幸

永
吉
航
大

苗
村
教
行

西
村
ひ
ふ
み

冨
谷
美
香
子

中
尾
慎
也

中
谷
茉
由

中
西
光
史

永
石
俊
一

日
野
彰
道

寺
西
良
衣

修
平

知
寿

龍
真

宗
典

蓮
如
上
人
の
教
学
と
伝
道

真
宗
に
お
け
る
女
人
観

現
代
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
意
義

ｌ
日
本
人
の
宗
教
意
識
を
ふ
ま
え
て
ｌ

日
本
人
の
死
生
観
か
ら
み
る
白
骨
の
御
文
章

現
代
人
と
親
鴬
聖
人
の
教
え

真
宗
に
お
け
る
観
仏
と
念
仏

ｌ
善
導
を
中
心
に
ｌ

現
代
に
お
け
る
真
宗
伝
道
の
考
察

ｌ
伝
道
の
歴
史
と
課
題
ｌ

妙
好
人
の
信
心

ｌ
庄
松
、
お
軽
、
源
左
、
オ
市
ｌ

悪
人
正
機
に
つ
い
て
の
一
考
察

親
鶯
と
蓮
如
に
学
ぶ
現
代
の
伝
道
姿
勢

真
宗
に
お
け
る
見
え
る
も
の
と
見
え
な
い
も
の

ｌ
特
に
仏
身
に
関
し
て
ｌ

現
代
人
の
苦
悩
と
幸
福
に
こ
た
え
る
宗
教

ｌ
親
鴬
の
思
想
に
学
ぶ
ｌ

浄
土
真
宗
と
同
和
問
題

親
鶯
と
法
然

浄
土
真
宗
に
お
け
る
宗
教
と
政
治
の
関
係

Ｉ
時
代
に
求
め
ら
れ
る
真
宗
を
目
指
し
て
ｌ

善
導
の
凡
夫
観

ｌ
「
善
根
薄
少
」
の
言
に
つ
い
て
の
考
察
Ｉ

一
四
四

松
並
紘
樹

槇
藤

松
永

松
浪

前
山
智
弘

古
川
詠
一

堀
島
慎
太
郎

本
川
無
為

藤
原
慶
哉

藤
園
泰
基

藤福福
雄永田
沙

正希
受子蓮

平
戸

平
通

深
川

賢楓哲
誓趣嗣

樹孝宏
哉樹祐



親
驚
の
想
う
念
仏

ｌ
法
然
の
念
仏
と
の
相
違
ｌ

現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
伝
道

ｌ
浄
土
真
宗
を
中
心
と
し
て
ｌ

戦
時
教
学
を
め
ぐ
る
一
考
察

苦
悩
と
真
宗
の
救
い

善
驚
義
絶
事
件
に
つ
い
て
の
一
考
察

戦
国
期
本
願
寺
の
考
察

現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
必
要
性

真
俗
二
諦
の
研
究

親
鴬
の
思
想
哲
学

’
三
願
転
入
の
考
察
を
通
し
て
ｌ

法
然
と
明
恵

ｌ
『
捲
邪
輪
』
に
お
け
る
法
然
批
判
を
巡
っ
て
ｌ

蓮
如
上
人
の
伝
道
に
つ
い
て

蓮
如
上
人
の
女
性
観

曇
鴬
と
道
教

善
鴬
の
義
絶
を
め
ぐ
っ
て

悪
人
正
機
説
か
ら
見
え
る
法
然
と
親
鶯
の
思
想

真
宗
（
仏
教
）
に
お
け
る
伝
道
の
意
義

ｌ
ブ
ー
タ
ン
の
仏
教
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

『
唯
信
紗
』
に
つ
い
て

「
獲
得
名
号
自
然
法
爾
」
に
関
す
る
一
考
察

ピ
ハ
ー
ラ
活
動
に
つ
い
て

鷲涌脇吉山藪
岡田 井田

柳
堂
應
基

問
渕
聡

丸
山
祐
美
子

宮
井
慧

宮
上
翼

村
上
佑
孝

村
松
直
紀

毛
利
大
慶

伊津田
吹田中

松
本
知
恵

松
野
希
有
華

雅広直克彰
遊之海道彦顕

利好
亮博三

親
驚
の
念
仏
思
想
宇
野
悦
耳

浄
土
真
宗
に
お
け
る
生
死
観
甲
斐
裕
史

仏
教
と
福
祉
結
束
み
さ
き

ｌ
障
が
い
者
福
祉
と
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
中
心
と
し
て
ｌ

真
宗
儀
礼
に
つ
い
て
の
一
考
察
駒
田
将
太

ｌ
善
導
大
師
と
歴
代
宗
主
の
儀
礼
を
通
し
て
ｌ

ビ
ハ
ー
ラ
活
動
鈴
木
幹
子

現
代
社
会
と
浄
土
真
宗
高
橋
了

ｌ
ビ
ハ
ー
ラ
を
中
心
と
し
て
ｌ

現
代
と
浄
土
真
宗
寺
本
志
織

ｌ
人
間
に
と
っ
て
宗
教
と
は
ｌ

浄
土
真
宗
の
女
性
観
に
つ
い
て
丸
隈
燈
子

大
阪
に
お
け
る
真
宗
の
展
開
森
川
瑞
希

一
四
五



斗
州
鯏
柵
細
害
削一の 一み

Ｉ
龍
谷
大
学
認

真
宗
学
会
会
敏

一
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

員
用
Ｉ
尿一

１

１

１

１

〈
編
）
（
集
）
（
後
）
（
記
）

Ｉ

Ｉ

『
真
宗
学
』
第
一
三
二
号
を
お
届
け
い
た
し
ま

す
。
今
号
に
は
、
文
学
部
教
授
の
鍋
島
直
樹
先
生
、

同
講
師
で
今
年
度
よ
り
新
た
に
着
任
さ
れ
た
佐
々

木
大
悟
先
生
と
能
美
潤
史
先
生
の
論
文
に
加
え
、

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
三
回
生
の
藤
原
ワ

ン
ド
ラ
睦
さ
ん
、
同
二
回
生
の
奥
田
桂
寛
さ
ん
の

二
名
の
投
稿
論
文
、
さ
ら
に
真
宗
学
会
第
六
七
回

大
会
（
平
成
二
五
年
二
月
五
日
開
催
）
で
行
わ

れ
た
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
の

佐
々
木
勇
先
生
の
記
念
講
演
録
を
掲
載
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

鍋
島
先
生
は
、
本
年
度
よ
り
実
践
真
宗
学
研
究

科
に
開
設
さ
れ
た
臨
床
宗
教
師
研
修
に
お
い
て
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
ら
れ
る
先
生
で
す
。
本

論
文
で
は
、
研
修
開
設
ま
で
の
経
緯
や
そ
の
目
的

を
論
じ
ら
れ
、
臨
床
宗
教
師
研
修
が
人
々
の
苦
悩

や
社
会
的
な
諸
課
題
に
向
き
合
う
人
材
を
育
成
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
々
木
先
生
は
、
『
無
量
寿
経
』
五
悪
段
の
第
一

悪
に
関
す
る
従
来
の
解
釈
を
問
題
と
さ
れ
、
ご
自

身
が
と
く
に
専
門
と
さ
れ
る
『
大
阿
弥
陀
経
』
と

の
関
わ
り
な
ど
を
も
と
に
、
新
た
な
読
み
方
を
提

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
能
美
先
生
は
、
国
語
学
に
お

け
る
研
究
の
蓄
積
を
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
親

鴬
聖
人
の
聖
教
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
と
和
文
語

の
使
い
分
け
を
総
合
的
に
精
査
し
、
親
驚
聖
人
の

表
現
法
に
は
受
け
手
へ
の
細
や
か
な
配
慮
が
見
ら

れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
藤
原
さ

ん
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ブ
ル
ー
ム
氏
が
西
洋
英

語
圏
で
果
た
し
た
浄
土
真
宗
へ
の
貢
献
を
、
プ
ル

ー
ム
氏
の
業
績
を
網
羅
的
に
ま
と
め
な
が
ら
、
浄

土
真
宗
の
社
会
性
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
て
い
ま

す
。
奥
田
さ
ん
は
、
伝
道
学
の
視
点
か
ら
は
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
教
行
信

証
』
真
仏
弟
子
釈
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
真
宗
の

伝
道
者
像
の
教
学
的
な
根
拠
の
一
端
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
を
論
じ
て
い
ま
す
。
佐
々
木
先
生
の
記
念

講
演
録
は
、
親
驚
聖
人
の
用
い
ら
れ
た
漢
字
音
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
親
鴬
聖

人
は
中
国
伝
来
の
呉
音
を
ど
の
よ
う
に
発
音
・
区

別
さ
れ
て
い
た
の
か
な
ど
、
中
世
の
日
本
漢
字
音

研
究
と
い
う
ご
専
門
の
お
立
場
か
ら
貴
重
な
お
話

し
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
六
先
生
に
は
、
謹
ん
で
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。
ま
た
今
号
は
、
龍
溪
先
生
を
は
じ
め
編
集

委
員
の
先
生
・
院
生
の
皆
さ
ん
、
運
営
協
議
会
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
順
調
に
編
集
作
業
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
の
皆
様
に
は

誌
上
を
借
り
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
今
年
度
よ
り
、
真
宗
学
会
大
会
の
集
合
写

真
を
本
誌
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
（
Ｈ
Ｐ
に
は
従
来
よ
り
掲
載
）
。
当
学
会

の
歩
み
の
記
録
と
し
て
意
義
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
（
高
田
）
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